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１．アンケート調査の概要 

（１）目的 

  市外在住者の本市に対する現状認識及び課題、今後のまちづくりに対する意見

等を把握し、新たな総合計画の策定に係る基礎資料として活用する。 

（２）実施内容 

○ 調査対象：鴨川ふるさと会全会員１９９名 

○ 調査方法：会報に同封し配布し、郵送により回収 

○ 調査期間：平成 26年 2 月 28 日～3月 20 日 

(3 月 24 日までの回収票を有効として集計) 

（３）回収結果 

○ 配 布 数： １９９票 

○ 回 収 数：  ８２票 

○ 回 収 率：４１．２％    

（４）集計等に関する留意事項 

○ 集計結果は、比率を全て百分率（％）で表し、小数点第２位以下を四捨五入し

て表示しています。そのため、比率の合計が 100.0％とならない場合があります。 

○ 集計結果の表やグラフでは、スペースの都合上、回答の選択肢の言葉を短縮し

て表現している場合があります。 

 

鴨川ふるさと会の概要 

【目的】 

 ふるさとのまちづくり、活性化などに対する意見並びに提言を鴨川市に行い、また

市からの情報に基づきふるさとのための広報活動を行うとともに、会員相互の親睦と

人的ネットワークづくりを推進し、もって、首都圏とふるさととの相互交流を醸成す

ることにより、互いにゆとりとうるおいのある生活環境の創出に資することを目的と

する。 

【会員】 

首都圏及びその周辺に在住する鴨川市をふるさととする人並びにゆかりの人で、会

の趣旨に賛同する者。 

【設立】 

 平成 10年 10 月 28 日 
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２．調査結果 

（１）回答者の属性 

１）性別 

問１ あなたの性別はどちらですか。【○は１つだけ】 

 

○ 回収したアンケートの総数 82 件の内訳は、

「男性」が 66 件、80.5％、「女性」は 16 件、

19.5％で、男性の解答が大半を占めています。 

 

 

 

 

 

２）年代 

問２ あなたの年齢はどの区分に該当しますか。【○は１つだけ】 

 

○ 「70 歳代」が 46 件、56.1%

と最も多く、全体の半数以上を

占めています。次いで「60 歳代」

の 22 件、26.8％、「80歳代」の

8件、9.8％の順となっています。 

 

 

 

 

【性別年齢層構成比】 

○ 男女とも「70歳代」が 50%以

上となるなど、全体の傾向と類

似し、性別による特徴は見られ

ない。 
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（２）ふるさとを離れてからの経過年数と帰郷頻度について 

１）ふるさとを離れてからの経過年数 

問３ あなたは、ふるさとを離れて何年くらいたちますか。【○は１つだけ】 

 

○ 「30年以上」が74件、90.2％

と大部分を占めており、次い

で「20～30 年未満」の 5 件、

6.1％、「10～20 年未満」の 1

件、1.2％の順となっています。 

 

 

 

 

 

２）帰郷の頻度 

問４ あなたは、どのくらいの頻度で帰郷しますか。【○は１つだけ】 

 

○ 「年に２～３回」が 46 件、

56.1%で最も多く、次いで「月

に 1～２回」の 17件、20.7%、

「数年に１回」の 8 件、9.8%

の順となっています。 

 

 

 

 

 

【年齢層別構成比】 

○ 「頻繁」と「月１～２回」

を合わせた割合を比較する

と、50歳代と 60歳代は約 40%

であるが、70 歳代と 80 歳代

では 20%台にまで落ち込んで

います。 
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（３）ふるさとの情報について 

１）情報の入手先 

問５ あなたは、鴨川市の情報をどこから入手していますか。 【○は２つまで】 

 

○ 「ふるさと会事務局からの送

付物から」が 58 件で最も多く、

7 割を超えています。次いで

「市内にいる家族・親類から」

が 39 件で約半数、「同郷の友

人・知人から」の 19件、「市内

にいる友人・知人から」の 18

件の順となっています。 

 

 

 

 

 

２）提供して欲しい情報 

問 12 あなたが、今後、より積極的に提供してもらいたい情報は何ですか。最も当てはま

る番号に○印を付けてください。 【○は２つまで】 

 

○ 「行事・イベント等の予定」

が 31 件で最も多く、約 4 割の

回答を得ています。次いで「地

域の歴史・文化」の 23 件、「市

の計画全般」の 20 件、「施設

の紹介・利用方法など」の 19

件の順となっています。 

 

【その他の意見】 

 ・市長の人生感 

 ・地元の人達の活躍する姿 

 ・ふるさと大使としての役割、 

  紹介者へのサービス提供、  

  鴨川をPRできるサービスを

大使が理解できるシステム 
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（４）帰郷について 

１）将来の帰郷意向 

問６ あなたは、将来、鴨川市に戻って暮らしたいと考えていますか。 【○は 1 つだけ】 

 

○ 「戻るつもりはない」の 36件、44%が最も多

く、「戻りたいが、現実的には難しい」の 28

件、34%を合わせると 74 件、70%となり、帰郷

意向者を大きく上回っています。 

 

 

 

【その他の意見】 

・まだ考えていない 
・別荘があればと思う 
・鴨川市内に住居がある 
・プラチナタウン構想にて、70 歳までには第二のふるさとへ 
 

【年齢別構成比】 

○ 40 歳代と 50 歳代では「戻る

つもりはない」との回答が見受

けられなかった。 

  また、50 歳代と 70歳代では

「定年後に帰る予定である」と

の回答が、最も多数を占めてい

ます。 

 

 

【帰郷頻度別構成比】 

○ 帰郷頻度別の「戻るつもりは

ない」と回答した割合は、「頻

繁」が 16.7%、「月に１～２回」

は 29.4%、「年に２～３回」は

47.8%、「数年に 1回」は 62.5%

となるなど、帰郷頻度との関連

性が伺える結果となっていま

す。 
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２）帰郷するために必要な条件 

問７ 問６で「１」～「４」のいずれかに回答した方にお聞きします。鴨川市に戻るために

は、どのような条件が必要とお考えでしょうか。当てはまるものを全て選んで、番号に

○印を付けてください。【○はいくつでも】 

     ※ 本設問では、問６の「５ 戻るつもりはない」及び「６ その他」以外に回答し 

 た 41件を対象にしています。 

 

○ 「医療や介護の面で不安がない」の 28 件が最も多く、約 70%の回答を得ていま

す。次いで「買い物に不便がない」の 18 件、「多様な趣味・スポーツなどの地域

クラブ活動が活発である」の 16 件の順となっています。 

【その他の意見】 

・自然環境や食が良い 
・子ども等が近くにいる 
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【年齢別構成比】※年齢層ごとの上位 3項目に網掛け 

○ 全体で約 70%の回答があった「医療や介護の面で不安がない」は、70 歳代及び

80 歳以上で最も多数であったが、40 歳代及び 50 歳代では「働く場がある」が、

また 60 歳代では「生涯学習施設やスポーツ施設が充実している」が最も多数とな

っています。 
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３）戻らない理由 

問８ 問６で「５」と回答した方にお聞きします。鴨川市に戻るつもりがない理由は何です

か。当てはまるものを全て選んで、番号に○印を付けてください。【○はいくつでも】 

     ※ 本設問では、問６の「５ 戻るつもりはない」に回答した 36 件を対象にしてい 

 ます。 

 

○ 「既に生活の基盤が現在住んでいるところに築かれている」の 32件が圧倒的に

多く、実に約 90%を占めています。一方その他は全て 5 件以内の少数回答で「都

心への往来に時間が掛かりすぎる」、「古いしきたりや近所づきあいが面倒」など

となっています。 

 

【その他の意見】 

・自分が何かできることがない。また家族、妻が馴染みがない。 
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（５）市の魅力と将来イメージについて 

１）市の魅力 

問９ 他の市町村にはない「ふるさと鴨川の強み」と思われることは何ですか。もっともお

考えに近いものを選んで、番号に○印を付けてください。【○は２つまで】 

 

○ 「自然に恵まれている」の 42 件、「気候が温暖である」の 40 件が群を抜いてい

る。次いで「医療が充実している」の 25 件、「観光地としてよく知られている」

の 12 件の順となっています。 
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２）将来イメージ 

問 10 鴨川市は、将来どのような都市になったら良いと思われますか。 お考えに近いも

のを選んで、番号に○印を付けてください。【○は３つまで】 

 

○ 「保健・医療・福祉が充実した都市」の 39 件が最も多く、「自然環境・景観を

大切にする都市」の 34 件、「地域資源を活かした観光の都市」の 27 件、「高齢

者の居住環境が整った都市」の 23件の順となっています。 

 

【その他の意見】 

・花とみどりと汐の香りする、ゆったりとした時の流れの都市 
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【年齢別構成比】※年齢層ごとの上位 3項目に網掛け 

○ 回答が少数であった 40 歳代を除いては、ほぼ全体的な傾向と類似する結果とな

った。なお、80 歳以上においては「教育・文化」に関する意見が多いことが見て

取れます。 
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３）将来像にふさわしいキーワード 

問 11 問 10 でお答えいただいた将来都市像にふさわしい「キーワード」として、お考えに

近いものを選んで、番号に○印を付けてください。【○は３つまで】 

 

○ 将来像にふさわしいキーワードとしては、「活力(活気)ある」が 23 件と最も多

く、次いで「住みやすい」の 18 件、「安全・安心」の 14 件の順となっています。 

【その他の意見】 

・光り輝く 
・文化的な 
・世界をリード 
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（６）自由意見 

１）自由意見 

問 13 最後に、市政に関する意見や帰郷したときに感じたことなど、どんなことでも結構

ですので、お書きください。  

○ 寄せられた自由意見 77 件(記載人数ではなく、意見等の数をカウント)を８つの

カテゴリに分け、それぞれ代表的な意見を抜粋、要約したものです。 

 

１ 観光振興に関すること 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

20 ・観光イベントの開催による誘客を図るべき(2) 

・旅行会社等とのタイアップによる事業拡大を図るべき(2) 

・観光 PRの強化が必要(4) 

・海水浴場の再整備等による海水浴客の誘客促進(3) 

・新鮮な海産物を活用した朝市の開催や「食」の提供など、海岸や漁港

を核とした新たな観光拠点づくり(4) 

・滞在型・周遊型観光に資する多様な観光プランの立案と周知が必要 

 

 

２ 商業(鴨川駅周辺)の振興に関すること 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

7 ・駅周辺の商店街の活性化を図るべき(7) 

 

 

３ 医療・福祉に関すること 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

6 ・中高年齢層の積極的な受け入れによる地域経済の活性化及び雇用の創

出が期待できる鴨川プラチナタウン構想の実現(3) 

・市内に立地する高度医療施設の(2) 

 

 

４ 第 1次産業の振興に関すること 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

5 ・農業生産法人をはじめとした営農の組織化・法人化の促進による持続

的な発展を図るべき(2) 

・高付加価値農産物の生産拡大に関する取組が必要 

・アンテナショップの拡充、海産物の缶詰製品化など、販路の拡大を図

るべき 
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５ 道路・公共交通に関すること 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

10 ・信号機の設置、施設の立体化等による交通渋滞の解消が必要(3) 

・バスやタクシーといった交通手段の拡充(3) 

・鉄道の輸送時間の短縮が必要(2) 

・高速道路へのアクセス性を向上すべき(2) 

 

 

６ 教育・文化に関すること 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

8 ・芸術・文化施設の充実(2) 

・歴史的文化財の利活用を拡大すべき 

・スポーツ大会の開催を通じた PR活動を促進すべき 

 

 

７ その他行政に関すること 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

15 ・人口減少対策が必要(3) 

・津波など自然災害対策が必要(2) 

・企業誘致による雇用の場の確保が必要(2) 

・市民主体又は参画によるまちづくり、地域活性化方策の立案などを促

進すべき(2) 

・地域コミュニティの活性化が必要(2) 

 

 

８ その他 

総数 意見等（括弧内は類似意見の件数） 

9 ・鴨川でなければの日常を見つけることが重要 
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